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１　はじめに

２　資料抽出の方法と分類

カマド燃焼部における遺物出土状況の検討

副主任学芸員　丹治篤嘉















３　報告事例の検討































４　考　察













５　まとめ









１　はじめに

２　摺上川上流域における敷石等施設を伴う住居跡

摺上川上流域における縄文時代中期末葉～

主任学芸員　大河原勉

後期前葉の住居跡について









３　摺上川上流域における敷石等施設を伴う住居跡の出現と展開











４　その他の地域の様相













５　おわりに







居宅と火葬墓

主任学芸員　菅原祥夫

１　はじめに

２　問題提起

３　出土遺跡の歴史的環境



４　検討遺物の出土状況と特徴





５　検討資料の年代



６　検討資料の性格







８　出土遺構の再検討



９　被葬者像の見通し



10　蔵骨器の出自





11．歴史的背景

12．おわりに







主任学芸員　大波紀子

はじめに

‘衣’に関わる体験学習プログラムについての現状と課題

―縄文時代の布づくりと古代の染色の体験学習を通して―

１　当館の体験学習事業の取り組みと
‘衣’に関わる体験学習プログラムの位置づけ



２　「アンギン」に関する体験学習プログラム　＜縄文時代の布づくり＞











３　「古代の染色」に関する体験学習プログラム





４　まとめ













副主任学芸員　轡田克史

１　はじめに

２　資料の受け入れと収納

福島県文化財センター白河館における

資料管理の現状と課題







３　資料の貸出し





４　資料の閲覧



５　資料管理上の課題



６　おわりに
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